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認知心理学の領域では、これまで、人間の言語情報処理のシステムを能動的な認知活動として記述、

説明しようとしたモデルが提唱されてきている。本論文では、それらの先行研究を踏まえ、そこに見

られる矛盾や問題点を指摘し、新たなモデルとして感覚的処理と認知的処理という２つの処理概念か

ら成る統合的な言語情報処理モデルを提案している。提案したモデルについては、理論と実験の両面

から、その妥当性について検証を行い、認知心理学の領域ではもちろんのこと、第二言語習得理論に

おける議論に対しても適用可能であることを示している。 

 第１章では、まず、Atkinsonと Shiffrinによる記憶の二重貯蔵モデルと Baddeleyによる作動記憶

モデルについて触れ、これら従来の枠組みでは先行研究で示唆されているような感覚記憶における言

語情報の意味的処理を説明できないことについて言及している。その上で、脳における神経細胞のネ

ットワークをコンピュータでシミュレートする PDPモデルからの知見を応用し、このような感覚記憶

での言語情報の意味的な処理についても扱える感覚的処理と認知的処理という２つの処理概念から成

る言語情報処理モデルを提案している。 

 第２章では、このような２つの処理概念から成る言語情報処理モデルを提案することについて、そ

の意義を理論的に検証している。具体的には、現在、認知心理学の領域において議論されている作動

記憶とトレードオフをめぐる問題、作動記憶の処理領域の固有性をめぐる問題、作動記憶にかかわる

脳内活性化部位をめぐる問題について、本論文の主張する言語情報処理モデルを導入することによ

り、これまでのような二律背反的な議論ではなく、感覚的処理と認知的処理という 2つの独立した処

理概念の割合（バランス）という観点からの総括が可能となることを示している。 

 第３章では、第二言語学習者を対象に母語と第二言語で実施されたリーディングスパンテストやス

トループテストに関する先行研究について概観し、そこに作動記憶の在り方をめぐるいくつかの矛盾

点が見られることを指摘した上で、これらについても本論文の主張する２つの処理概念から成る言語

情報処理モデルを導入することにより総括的な説明が提案できることを示している。 

 第４章では、前章までの理論的な検証を踏まえて、実際に第二言語学習者を対象に母語と第二言語

でストループテストおよびリーディングスパンテストを実施し、領域固有（言語依存）の感覚的処理

と領域非固有（言語非依存）の認知的処理との間のバランスという観点から、本論文の主張する２つ

の処理概念から成る言語情報処理モデルについて実験による検証を行っている。実験の結果、本論文

の主張する 2つの独立した処理概念から成る言語情報処理モデルを想定した仮説は概ね支持されたと

考えられる。 

 最後に第 5章では、教育的な示唆として、感覚的処理と認知的処理から成る言語情報処理モデルを

提唱することにより、第二言語習得の研究領域において議論されている Krashenのモニターモデルに

ついても再解釈、再評価が可能となることを示している。モニターモデルについてこれまでなされて

きた批判は、モニターモデルにおける理論的な欠陥を指摘し、批判することにおいては有効である

が、モニターモデルによって提示された課題を解決するところまでは至っていない。本論文では、２

つの処理概念から成る言語情報処理モデルを適用することにより、モニターモデルを新たな視点から

再解釈することが可能であることを示し、さらに、この解釈を適用すればモニターモデルの枠組みの

中で、これまで指摘されていた理論的な欠陥や矛盾を解決することができる可能性も示唆している。 


